
【表紙】
 

【提出書類】 臨時報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2019年11月19日

【会社名】 三井住友海上火災保険株式会社

【英訳名】 Mitsui Sumitomo Insurance Company, Limited

【代表者の役職氏名】 取締役社長　原　典之

【本店の所在の場所】 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地

【電話番号】 03-3259-3111（代表）

【事務連絡者氏名】 総務部　法務チーム　課長　浜　一平

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区新川二丁目27番２号

【電話番号】 03-5117-0336

【事務連絡者氏名】 総務部　法務チーム　課長　浜　一平

【縦覧に供する場所】 金融商品取引法の規定による備置場所はありません。

 

EDINET提出書類

三井住友海上火災保険株式会社(E03824)

臨時報告書

1/2



１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19

号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1) 当該事象の発生年月日

2019年11月15日（当社　取締役会決議日）

2019年11月19日（ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス株式会社　取締役会決議日）

 

(2) 当該事象の内容

　当社及び当社の親会社であるＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス株式会社は、海外事業の成長

とより一層のガバナンスの強化を実現するために、地域持株会社体制を廃止し、各地域持株会社傘下の海外事業会社

を原則として当社の直接出資会社とする海外事業の組織再編（以下、「海外事業再編」といいます。）を決議いたし

ました。なお、本海外事業再編は、関係当局の認可等を前提としております。

①　連結財務諸表への影響

従来、当社の連結子会社であるMS Amlin plcとその傘下子会社については全体を１つの資産グループとして固

定資産の減損処理の要否を判定しておりましたが、本海外事業再編により地域持株会社体制を廃止することに伴

い、ロイズ事業、欧州元受保険事業及び再保険事業をそれぞれ独立した資産グループとして判定する方法に変更

いたしました。

このうちロイズ事業及び欧州元受保険事業については、取得時の想定より収益性が低下している状況を踏ま

え、2020年３月期中間決算において、のれん及びその他の無形固定資産等に係る減損損失を特別損失として計上

いたします。

また、当社はMS Amlin plc及び当社の連結子会社であるMSIG Holdings (Asia) Pte. Ltd.が保有する子会社株

式を現物配当等により取得した上で、MS Amlin plc株式を処分いたします。この結果、2020年３月期中間決算に

おいて、各社への投資に係る将来減算一時差異に対して繰延税金資産を認識すること等により法人税等調整額が

減少いたします。

②　個別財務諸表への影響

上記に伴い、2020年３月期中間決算において、関係会社株式評価損を特別損失として計上いたします。なお、

当該関係会社株式評価損は連結決算においては消去されるため、連結財務諸表に与える影響はありません。

また、法人税等調整額への影響については連結財務諸表と同額の影響があります。

 

(3) 当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

　当該事象の発生により、2020年３月期中間決算において、以下のとおり、減損損失及び関係会社株式評価損を特別

損失として計上し、法人税等調整額が減少いたします。

〈連結〉

減損損失　　　　　　　175,466百万円

法人税等調整額　　　△170,536百万円（△は利益）

〈個別〉

関係会社株式評価損　　186,325百万円

法人税等調整額　　　△170,536百万円（△は利益）

以　上
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